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論 文 内 容 の 要 旨 
 日本では1980年代から急速に整備されてきた特別養護老人ホーム（以下、特養）やデイサービスセンタ （ー以
下、DS）などの高齢者施設は、長い廊下でつなげられた多床室や、数十名の集団で過ごす大きなデイルームな
ど、空間が画一的なため、高齢者が家庭から環境移行すると生活の質が低下する傾向がある。とくに、要介護
高齢者や認知症高齢者など身体的または 認知的能力の低下した人々にとって、高齢者施設への入居が生活の
質を著しく低下させる要因となり、その結果、何もしない無為状態や、落ち着かずにうろうろする徘徊行動の
発生などにつながっている。このような高齢者施設では、家庭と同じような生活の質を維持するための環境改
善が必要で、特に高齢者の生活の継続や自己選択の支援、人とのふれあいを促進する上で、個室化やユニット
改修、共用空間のしつらえ変更などによる居場所づくりが求められている。 
 本研究は高齢者施設における居場所づくりに関する環境行動学的研究として、高齢者の場所移動や会話など
の環境行動観察調査に基づく分析から居場所づくりの指針を得ることを目的としている。具体的には、ＤＳと
特養の共用空間を対象として高齢者の居場所づくりに関わるアクションリサーチを行った。本論文は、序論、
本論、結論から構成され、本論は３章からなる。 
 第１章は序論であり、高齢者施設、とりわけ特養におけるアクションリサーチによる現場の実態に基づいた
居場所づくりの必要性や、関連の先行研究の知見について記述・整理した上で、本論文の目的、位置づけにつ
いて説明した。 
 第２章では、デイルームの大きさ（定員20名程度）と場所配置がほぼ同じで、活動プログラムが異なる２つ
のDSにおいて、認知症でない高齢者の環境行動観察調査を実施した。２つのDSとも、場所移動の多くが自分の
席（テーブル椅子）とトイレとを往復する単調な活動の中で、複数の場所に立ち寄ってからテーブル椅子に戻
る寄り道が個人活動プログラムにおいて多く発生し、ソファや喫煙所の第３の場所が寄り道場所となり、高齢
者の活動の幅を広げ、自己選択の機会を与えることを明らかにした。 
 第３章では、特養の認知症専用の居住ユニット（定員14名）の共用空間における環境行動観察調査とそれに
基づく第１期の居場所づくりを実施した。同じ場所への長時間にわたる滞留や、トイレ洗面所との往復が多い
実態に対して、場所の数を増やすことで、寄り道発生率が有意に増加し、テーブル椅子やソファが有効である
ことを明らかにした。特に、ソファのような小さな場所を自室やトイレ洗面所に行く生活動線の近くに増やす
ことは、認知症が進行した高齢者にも有効であることを明らかにした。 
 第４章では、前章と同様の特養において、第２期の居場所づくりを実施した。自己選択性が高いものの、徘
徊行動の発生や会話のない無為状態が依然として多い実態に対して、場所の種類を増やすことで、会話数と無
為数がそれぞれ有意に増加、減少しすること、生活動線から離れて場所を増やしても、自発的な立ち寄りは少
なく、徘徊行動の減少につながらないことを明らかにした。 
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 第５章は結論として、DSと特養の共用空間における居場所づくりに関する環境行動学的知見をまとめた。高
齢者施設の共用空間において、しつらえ変更による居場所づくりを行うことで、寄り道による自己選択や、会
話による人とのふれあいを促進して、生活の質が向上することを実証した。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、家庭的な生活の質を維持するための環境改善が求められる高齢者施設における実践的研究である。
特に高齢者施設における居場所づくりに関するアクションリサーチとして、高齢者施設における環境改善を現
場のスタッフと共に実践しながら高齢者の場所移動や会話などの環境行動観察調査を実施し、その調査結果か
ら指針抽出を行ったものである。具体的には、高齢者施設の共用空間において、しつらえ変更による居場所づ
くりを行うことが、寄り道による自己選択や、会話による人とのふれあいを促進し、生活の質が向上すること
を実証した。とりわけ、認知症高齢者には、認知能力の低下や環境移行に配慮した視覚的にわかりやすい場所
配置が必要であり、ソファのようなひとりでもいられる小さな場所をトイレや自室へ行く生活動線の近くにつ
くることや、小グループで集まれる馴染みのある場所をつくることが重要であることを明らかにした。 
 本研究において、高齢者施設において高齢者の生活の質の向上に居場所づくりが寄与することを明らかにし
たこと、さらに高齢者の環境行動特性とそれに配慮した環境計画的指針を抽出したことは、高齢者施設計画上
の重要な知見を明らかにしていると判定された。ただ、居場所づくりには物的な環境整備だけでなく、施設ス
タッフの関わりや生活リズムなどの人的・運営的工夫も含めた総合的な検討が必要で、それらの分析は今後の
課題である。しかしながら、本研究では特養の約２年間にわたる介入研究や、環境行動観察による全高齢者の
個別診断、家具が操作できる縮尺１/30の模型による施設スタッフとの計画立案など新しい研究手法の導入によ
って、いままで不可能であった認知症高齢者の個別的ニーズに配慮した居場所づくりの実践研究を可能とした
ことは高く評価された。 
 審査委員会はこうした評価に基づき、本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定した。 
